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1 はじめに
この LATEXファイルは，リアルオプション研究投稿のためのサンプルファイルである．必ずパッケー

ジ jros.styと合わせて使用する．コンパイルされたPDFファイルと一緒に，LATEXファイルのコマン
ドも確認されたい．
著者名はコマンド\andで区切る．著者の所属は，コマンド\afa, \afb, \afc,...で区別する．複数の所

属がある場合は，コマンド\af,を所属記号の間にスペースを入れずに書く．Corresponding authorに
は，コマンド\corをつける．その際，所属記号と\corの間にスペースを入れずに\af,を書く．著者が
1人の場合は，所属記号は不要である．
参考文献の参照は，パッケージ natbib.styに基づく．参考文献は，Abel et al. [1], あるいはオプショ

ンつきでDixit and Pindyck [2, Ch.7]のように，本文中で必ず参照する．参照していない文献は，参考
文献リストから削除する．参考文献は英文アルファベット順，和文のあいうえお順に並べる．書き方は
参考文献のスタイルのとおりに，論文は [1, 5], 書籍は [2, 4], 書籍の章は [3, 6]に従う．参考文献環境中
のコマンドも確認されたい．

2 モデル
2.1 設定

数式は，

dPt = αPtdt+ σPtdWt, P0 = P (1)

のように自動的に左揃えになる．式番号はコマンド\eqnrefを使って，(1)式のように参照する．参照
しない数式は，

1

2
σ2β(β − 1) + αβ − ρ = 0

のように式番号を省略してもよい．
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表 1: パラメータ値
パラメータ 値

期待成長率 α −0.015

ボラティリティ σ 0.2

割引率 ρ 0.05

2.1.1 価値観数

以下の定理環境が利用可能である．

命題 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

定理 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

補題 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

系 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

定義 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

仮定 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

注 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

例 1 (オプション) かくかくしかじか．．．

3 結果と考察
図表は本文中に配置し，基本的に [htbp]オプションは使用しない．表中で数字を小数点で並べたい

場合は，コマンド@{.}を使う．詳細は tabular環境のコマンドを確認されたい．表番号は，表 1のよう
に参照する．
リアルオプション研究はオンラインジャーナルなので，図をカラー表示することができる．図中の文

字は，本文中と同様の大きさとフォントにする．図番号は，図 1のように参照する．

4 結論
付録が必要な場合は，付録の直前にコマンド\appendixを書く．

A 命題 1の証明
参照コマンドはもう 1つあり，\secrefで 1節となる．すべての番号はコマンドで参照し，残りの命

題，定理などは通常のコマンド\refを使う．

証明: proof環境では，最後にQ.E.D.記号が自動的に出力される． 2
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図 1: 計算結果
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